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5. 1概要

長崎県教育委員会、(社)長崎県建設業協会が連携して「地域産業の担い手育成プロジェクト

(建設分野)J (文部科学省実施)、「建設人材確保・育成モデ、ル事業(専門高校実践教育導入支

援事業)J (国土交通省実施)を平成 21年度より実施している。事業の一環として行われる「地域活

性化のためのインフラ長寿命化体験実習」において、平成 20年度道守補修了者(10名)の協力の

下、地元工業高校生に対して講義、点検演習、現場実習を行った。

(1)事業名

建設業人材確保・育成モデル事業

地域産業の担い手育成プロジヱクト事業(建設分野)

提案事業名 「将来の長崎県の建設産業を担う人材の育成』

(2 )事業の概要

将来の長崎県の建設産業を担う人材育成をさらに継続的に実施するために、長崎県

教育委員会と(社)長崎県建設業協会が連携し、長崎県建設産業人材育成連携推進委員

会を発足させ、より多くの地域の建設関連団体及び企業の協力体制を確立するととも

に、太学と専門高校聞の連携にも取り組み、地域の建設業界のニーズに応じた専門的

職業人を育成する。

また、この事業をとおして、県内就職促進を図るとともに、建設業界における実習

訓練と専門高校における教育課程との関連について検討し、より効果的なプログラム

を実施する。

(3)事業の実施体制の概要

国土交通省 文部科学省

S委託契約 S委託契約
(社)長崎県建設業協 長崎県教育委員会

産業界
崎

専門高校
育成連携推進委員会

凶暴崎県・限篇協会 建般事業者のニーズに沿った (長崎県立
会員企震429祉 遭地肯笹(f)捨尉車量(f)唯雄 佐世保工業高等学

...専門固体 | | ニ:... .0=::; I ; 土木科
九州地区適合会 ~ -・ .. 晶- .......・... 哩~ f長崎県立

大村工業高等学校

(財)轟崎県.眠 I IU::E信仰:a属高冒¥..・見苧J I I 建股工聾科

技術研究センター a 一 一一一一一一一一ー一一一' . ，長崎県立

大学・長崎県 10教員の企難等における高鹿技術研修 11鹿町工業高等学校
lO共同副車 土木技術科

民崎大学工学留
長崎県土木'
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5.2実施報告
長崎県立佐世保工業高等学校

実 習 名 地域の活性化のためのインフフ長寿命化体験実習

実施学校名 長崎県立佐世保工業高等学校 学 科 土木科

学 年 3年生 参加人数 4名

担 当 教 員 米岡 恵介

実施年月 日
平成 21年 8月 10日・ 11日・ 12日・ 19目・ 21日・ 24目、 10月 21日

11月4目、 12月 9日・ 16日(10日間)

長崎大学工学部インフフ長寿命化センター

実 施 場 所 相浦川水系に架かる鉄道橋と道路橋

佐世保工業高等学校 1号館3階パソコン室

教育課程よ
課題研究

の位置づけ

協力企業名
①長崎大学工学部インフフ長寿命化センター

②鯛別所組・竹下建設工業側・錦建設工業側

所 在 地
①長崎市文教町 1ー14 

②西彼杵郡長与町本川内郷20-1(側別所組) 他2社

担 当 者 名
①工学部構造工学科教授松田浩

②専務取締役別所剛他2社2名(r道守補J) 
社会基盤構造物である道路橋や鉄道橋において、測定する要素、診

実践的指導の狙い
断するべき箇所の見分け方、診断の方法またはどういう補修が必要で

あるかの指導を実現場で受ける共に、「道守シート』の作成方法を学

ぴ、道守補助員としての力量を向上させる。

1日目 第 1相浦川橋梁を点検・道守シートの作成

2日目 コンクリート構造物に関する講義(長崎大学工学部)

コンクリート構造物の点検演習 1

3日目 網構造物に関する講義(長崎大学工学部)

コンクリート構造物の点検演習2

実践的指導の内容
4日目 潜木大橋を点検・道守シートの作成

5日目 元触橋の点検・道守シートの作成

6日目 双ツ岩橋の点検・道守シートの作成

7日目 皆吉橋の点検・道守シートの作成

8日目 皆瀬橋の点検・道守シートの作成

9日目 中央橋の点検・道守シートの作成

1 0日目 鳥能橋の点検・道守シートの作成

-社会基盤構造物各部における、点検・診断の順序や方法について

は、回を重ねるごとに合理的に要領よく行動できるようになり専門的

実践的指導の成果 知識の向上に繋がった。

-この体験実習を通して、社会基盤構造物に対するメンテナンスが、

いかに重要であるかを実感できた。

使用設備・使用機
保護帽、安全ペスト、長靴、デジタルカメフ、ビデオカメフ、パソコ

器・材料等
ン機器一式、点検器具一式、巻き尺、点検シート、各種資料

スクリーン、プロジェクター
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感想等

工業高校lま「ものづ〈り」の学校です。生徒は、ものづ〈りに携わる技術者として必要

な基本姿勢や製作手法を学びます。しかし、『メンテナンス』に聞しての教育活動はまだま

だ十分ではありません.国の財政が厳しい現代社会において、建設業の分野では公共工事

の削減により新規のインフラ構造物の製作は擁しい状況です.今後は「現有するインフラ

構造物に十分なメンテナンスをほどこして、いかに長〈もたせるか』ということが、社会

のニーズに応える命題になると考えますor地域の活性化のためのインフラ長寿命化体酸実
習」は時代に即Lた事業であり、参加させていただいた生徒連は、『測定する要素、点検・
診断すべき箇所の特定やその手法、メンテナンスの種頬と方法等」実に多〈の ζ とを学ぶ

ことができました.長崎大学工学部インフラ長寿命化セン事ーの先生方をはじめ.附別所

組、竹下建霞工業側、錦建設工業輔の技術者の方々には、懇切丁寧に指導していただき、

お陰様で太変有意義な学習活動ができました.厚〈お礼を申し上げます。

調査・点検実習 1

間査・点検実習2 道守シートの作成

して、高校生を指噂しましたが「教えることの躍しさ』

を痛感しました.しかし、今後、新入社員として入社する年代の人

と接することができたのは、とても貴重な経験となりました。真面

授業指噂後の感想等|固な生徒連で、田幸重ねるごとに、橋震各部の点検・診断の順序や

その方法についても自ら考え、合理的に行動できるようになりまし

た。この体酸学習で、構造物に対する「メンテナンスの太切さ』を

実感できたと思います。

技術指導者 |代表側別所組専務取締役別所剛
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長崎県立大村工業高等学校

実 習 名 地域活性化のためのインフフ長寿命化体験実習

実施学校名 長崎県立大村工業高等学校 学 科 建設工業科

学 年 3年生 参加人数 7名

担 当 教 員 浦郷 尚弘

実施年月 日
平成 21年 B月 11日・ 12目・ 24日・ 28目、 9月 8目、 10月 20目、

10月 26目、 11月 10日・ 24目、 12月 8日 (10日間)

実 施 場 所
長崎大学工学部インフフ長寿命化センター

野外実習、大村工業高等学校施工実習室・第 2パソコン室

教育課程上
課題研究

の位置づけ

協力企業名
①長崎大学工学部インフフ長寿命化センター

②側よ滝、黒瀬建設側、側西海建設、岡長崎西部建設、武藤建設側

fiJT 在 地
①長崎市文教町 1ー 14 

②長崎市新地町5番 17号他4社

担 当 者 名
①工学部構造工学科教授松田浩

②郡家光徳他4社4名(r道守補J) 

実践的指導の狙い
道守補を講師として招へいし実習を行う中で、道路や橋梁などの社会

資本の異状に気付くための知識や技術の習得を図る。

1日目 長崎太学工学部インフフ長寿命化センター

講義(トンネル維持管理、非破壊試験について)、非破壊試験演習

2日目 長崎大学工学部インフラ長寿命化センター

講義(鋼構造物の点検について)、非破壊試験演習

3日目 担当講師・郡家光徳(鯛上滝)、坂本国昭(呆瀬建設側)

大上戸橋の調査・点検実習、道守シート作成

4日目 引率講師・郡家光徳(側上滝)、坂本国昭(黒瀬建設側)

久良原橋、南川内 2号橋の調査・点検実習、道守シート作成

5日目 引率講師:山口陽一郎(胸西海建設)、三浦愛希良(側長崎西部建設)

実践的指導の内容
武部大橋、田ノ平橋の調査・点検実習、道守シート作成

6日目 引率講師山口陽一郎(側西海建設)、三浦愛希良(鯛長崎西部建設)

=鈴橋の調査・点検実習、道守シート作成

7日目 引率講師 =浦愛希良(側長崎西部建設)

本堂川橋、金丸橋の調査・点検実習、道守シート作成

8日目 引率講師 郡家光徳(鯛上滝)、竹尾浩暢(武藤建設側)

小江川橋の調査・点検実習、道守シート作成

9日目 引率講師郡家光徳(鯛上滝)

石場橋、矢淵橋、平石橋の調査・点検実習、道守シート作成

1 0日目 引率講師・山口陽一郎(側西海建設)、竹尾浩暢(武藤建設側)

鬼橋、矢次橋の調査・点検実習、道守シート作成

道路や橋梁の異状に気付く』とができるようになり、その異状の原因

実践的指導の成果 を知ることができた。また、点検データを電子データとして整理するこ

とができるようになった。

使用設備・使用機 橋梁点検シート、デジタルカメラ、筆記用具、安全チョッキ

器・材料等 ヘルメット、長靴、コンペックス、巻尺、点検ハンマー
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感想等

今回の実習を通して、普段利用している橋梁等の社会資本がどのような状態であるのか、そ

して社会資本の劣化や破損についてどのような対処をすればよいのか、生徒は学ぶことができ

た。また、大学でより専門的な学習ができたことにより、維持管理の分野にも興味を持つこと

ができたようである。現在公共事業が削減され、新しい社会資本の建設が少なくなることが予

想される。そのために既存の社会資本を維持していく必要があると考えられる。今後更に維持

管理の分野の研究が発展することを期待したい。

実施風景

非破壊試験演習状況 調査・点検実習状況(田ノ平橋)

調査・点検実習状況(久良原橋) 道守シート作成状況

遊離石灰についての質問が出るなど、ひび割れ・畢IJ離以外の変状に対

しでも興昧を持って点検する姿勢が窺えました。回を重ねる毎に、点

授業指導後の感想等|検作業にも慣れ、基本的な己とは十分理解できていると思います。点

検シート作成は、報告を受ける側の立場に立って、表現や表示方法を

考えるとさらによいものが出来ると思います。

技術指導者|代表側上滝郡家光徳
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長崎県立鹿町工業高等学校

実 習 名 地域活性化のためのインフフ長寿命化体験実習

実施学校名 長崎県立鹿町工業高等学校 学 科 土木技術科

学 年 3年生 参加人数 7名

担 当 教 員 大業院 弘季・毛利 公浩

実施年月 日
平成 21年8月 11日・ 12日、 10月 16日・ 23日・ 30目、 11月 20目、

11月 24日・ 27日、 12月8日 (9日間)

実 施 場 所
長崎大学工学部インフフ長寿命化センター

長崎県立鹿町工業高等学校

教育課程よ
課題研究・土木実習

の位置づけ

①長崎大学工学部インフフ長寿命化センター

協力企業名 ②側星野組

③宅島建設側

①長崎市文教町 1ー14 

所 在 地 ②長崎市宝町4-30

③雲仙市小浜町南本町7-22

①長崎大学工学部構造工学科 教授 松田 浩

担 当 者 名 ②側星野組 工事課長 ニ根 孝紹(r道守補J) 
③宅島建設側 土木部主任 渡部祐介(r道守補J) 

実践的指導の狙い
道守補を講師として招へいし実習を行う中で、道路や橋梁などの社

会資本の異状に気付くための知識や技術の習得を図る。

1日目 功。リート構造物に関する講義および点検実習など(長崎大学)

2日目 J~?リート構造物に関する講義および点検実習など(長崎大学)

3日目 元太橋等2橋の点検・道守シートの作成

4日目 鹿町橋等3橋の点検・道守シートの作成

実践的指導の内容
5日目 嘉例川橋等3橋の点検・道守シートの作成

※6日目 新型イ刀u刈.による学校閉鎖のため中止(代替日設定不可)
7日目 末橘橋等4橋の点検・道守シートの作成

8日目 上江迎橋等8橋の点検・道守シートの作成

9日目 鬼突橋等6橋の点検・道守シートの作成

10日目 開田橋等5橋の点検・道守シートの作成

道守補助員として何をするべきかを学習し、今後の活動について理

実践的指導の成果 解できた。鹿町町における橋の現状を理解し、調査を道守補と一緒に

行うことで調査方法をより深〈理解できた。

使用設備・使用機 パソコン・デジタルカメフ・金槌・シュミットハンマー・巻尺・標尺・

器・材料等 ポールなど

感想等

今年度の実習では31橋梁の点検を行うことができた。今回調査した橋梁は図面がない

ものもあったが、細部まで丁寧に点検作業を実施することができたのも、指導してくださ

った講師の先生他の方の熱心なご指導のおかげである。道守点検シートの記入では、 CA

Dを使つての図面作製にもチャレンジし、基本的な実践力も身についてきたと思う。講師

の方ともスムーズにコミュニケーションがとれ、生徒遣も太きな成長をとげたようである。
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実施風景写真

先端機器を用いた点検実習(長崎大学) 点検作業前の打合わせ

点検状況 点検シートの作成

学校周辺の橋梁の検査は七回ほど行い31橋梁を調査しました。

新しい橋ほどきれいで、古くなるにつれて剥離や遊離石灰、鉄筋露

出など欠陥が増える当たり前に思える事を確認できました。点検

は、現地で点検シートに書き込み、パソコンに打ち込むという方法

でした。実際に点検をしてみると、案外危なそうな橋が多かったの

参加した生徒の感想|で驚いています。管理をしておられる鹿町町役場と江迎町役場に私

遣がまとめた道守点検シート成果表をレポートにして提出しまし

たが、橋梁の改修工事などに役立てていただけたら婚しいと思いま

す。今回の実習を通して私達が知らなかった多くのことを学べたの

で本当に良かったと思います。学んだ事を生かしながら地域社会の

発展に貢献していけるような土木技術者になりたいと思います。

授業指導後の感想等|

最後の実習まで熱心に取り組んでいたため、通算7固の点検作業

で31橋梁ものデータをまとめることができた。回数を重ねるごと

に現場観察・書類作成共に手際の良さが感じられ、効率良い作業が

でき、立派なレポートが作成できたと思う。

パソコンの取り扱いもなれてきて記入が早くなりました。基本的

なCADの使用方法も習得できたと思うので、今回の実習が少しで

も役立つことがあればとおもいます。全員素直で真面目さを感じま

すので今後のさらなる成長を期待しています。

技術指導者|代表側星野組工事課長三根孝紹
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5.3実習報告(長崎県立鹿町工業高等学校土木技術科3年)

研究員・原田康平、岩永涼太、久保真一、小川頒治、片山恵俊、中島岩人、久原湧太郎

指導員.毛利公浩先生、太楽院弘季先生

(1 )遭守とは?

道守(みちもり)とは、私たちがお世話になっている地域の道を大切に守るために活動する人です.

「造る」時代から「保つ」時代へ。

検査科目は以下のとおりです。

(1 )調査(2)測定(3)点検(4)点検シート記入

(2)使った道具

聞酬問

標尺 ハンマー 巻尺 スケル

(橋の高さを測る) (叩いて音で確かめる) (橋の長さを測る) (高欄などの長さを測る)

(3)遭守の仕事

仕事のやり方を覚えてきたところで鹿町と江迎の橋を点検しました。

鹿町町・江迎町の地図を使って測定できそうな橋を探す作業をしました。

測定できそうな橋を見に行って、実際に測定できる橋だけ見つけて点検をする準備をしていきました。

仕事は大きく分けて4つあります。 江辺~・ 5免;ゐ .
鹿町や江迎の地図を使って摘のある場所を調べていきます。

調べた構を実際に、その場所に行って調べていきます。

橋の点検をします。

最後に点検シートに記入をして終わり。

鹿町町・江迎町の橋を点検しました。

表側の方はきれいになっていたけど、裏側は鉄筋がむき出しになっており、ひびが入っている橋が多かった

ように思います。

。遭守の肉容をより深〈理解するために長崎大学の方に御講強いただきました。
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佐世保工業での講習

七月の下旬に佐世保工業で長崎大学の人たちに道守の講議を受けました。

午前中は、道守について基本的な欠陥の種類などを学びました。

午後からは佐世保工業の近くの橋にどういう

点検を終えてからパソコンに結果をまとめて入れる作業を教えてもらいました。

長崎大学での講習

八月に入ってから長崎大学に2目問、試験の方法や器械の使い方を学びにいきました。

超音波法 電磁誘導法 電磁波レーダー法 反発硬度法

過流探傷試験 インピーダンス法 浸透探傷試験 パソコン実習
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(4)作業の流れ
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橋の記録を点検シートに書く

パソコンに記録を書く

橋の点検表を作る

仕上げた点検表を役場に提出

作ぷ了
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(5)点検の様子

高欄高の測定

(6)劣化状況

橋裏の鉄筋むき出し

(7)全体の様子

橋長の測定

道路のひび

車道帽の測定 状況撮影(劣化場所を撮影)

ジャンカしている

圏監圏

-・附置羽音訓i(，1 蝉時間司

・・・・ .温、....弘司・・

遊離石灰
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(8) Google map! 

) 

Google mapに点検した橋の場所を記録する。

1 石室山
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，会 ¥晋
鹿町町
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(9)感想
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福井匝
T 

私は、道守で多くの事を学びました。まず、長崎大学の講習でなぜ事故が起き

るかを学び、器具についての使い方やどういった時や所に利用するかなどの

実験をやって学んだり、道守シートをパソコンで作成したのをグーグルマップに

載せて管理するのを学んだりしました。また、現場で活躍されている現役の講

師の方を招いて実際に学んだ事を江迎町と鹿町町の橋を使って検査しました。

検査をしていくと、自分違が思っていた以上にとても勉強になることばかりでし

た。橋の検査などといったものはたぶんすることはないと思うのでとても幸運だ

と感じています。

長崎太学では非破壊検査をしました。破壊をせずに検査ができるのはとても素

晴らしいことだと思います。佐世保工業では道守の講議と、点検の練習をしま

した。点検は目、耳、足の体使ってする事を学びました。鹿町工業周辺の橋梁

の検査は七回ほど行い三十数個の橋梁を調査しました。実際に点検をしてみ

ると、案外危なそうな橋が多かったので驚いています。私達が使った道守シー

トをもとにそのような橋の欠陥を修理してくれたらいいなあと思いました。道守

を通して私は知らなかった多くのことを学べたので本当に良かったです。
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久原湧太郎

小川頒治

中島岩人

片山恵俊

岩永涼太

まず、長崎大学に行きました。そこで、いろんな機械を見たり使ったりと二日に

わたり勉強しました。また、講師の先生を二人お呼びして江迎、鹿町の橋を検

査しに行きました。何十個の橋を見回り、数え切れないほどの、事IJ離やひび割

れ、鉄筋露出、破損、遊離石灰などの欠点が見つかりました。いつも何気に通

っている橋ですが、こんなにも危険な個所があるのかとゾッっとしました。これま

での様々な体験を通して、僕は道守班に入って良かったなぁと思います。卒業

するまで実習など何事も率先し、長崎に貢献していけたらいいなぁと思います。

僕がこの一年で学んだ事は大きく分けると 2つあります。それは、長崎大学で

学んだ事と道守についてです。長崎大学で学んだ事は、橋について点検の仕

方などを中心に学びました。今まで知らなかったことを多〈知ることができ道守

の時に役立ちとてもいい学習になりました最後に道守については、一つ一つ

の橋を調べるととても多くの損傷があり、いつも通っている橋が危ない事を知

りびっくりしました。この一年の活動の中で学校では学ぶことが難しい事ができ

てとても良い活動だったと思います。だから今後も後輩たちには頑張ってもら

いたいです。

道守で長崎大学に行きました。長崎大学では、道守についての講習を聞いて

実際に実験をやってみたりしました。道守とはなにかわからなかった自分には、

初めて知ることばかりでいい経験をしました。その後も、学校に講師の人が来

ていただいて、江迎や鹿町の橋を点検してパソコンに記録を移す作業をしたり

して、道守について多くの事を知る事が出来たと思いました。この道守は、自

分にとっては、本当にいい経験になったし、学校では学べない色んな事を学べ

る事になって本当に良かったと思いました。

自分は、講師の方が学校にきて実習をするといった事は初めてで、最初はとて

もとまどいました。自分違は道守で鹿町や江迎の橋を見に行き、調査をしてい

くうちに、だんだん慣れてきてこれはひび割れ、これはジャンカとか色々分かる

ようになってきました。最後に見た橋は、本当にボコボコの状態で人が歩いて

大丈夫なのか?という橋でした。こういった橋を修理に行って、事故を未然に

防ぐというのをできるというのは、とてもやりがいがある事だと思いました。この

実習で学んだことをいかして、人が住みやすい環境を造っていけたらいいなと

思いました。

道守では長崎大学の人達が鹿工に来て下さったり、自分達が長崎大学に行っ

たり、とても積極的に行いました。夏休みの途中に長崎大学に行くこともありま

した。道守とはどの様な事をするのか、どの様な道具を使うのかなどモニターを

使用したり、外で道具を使用して教えてもらいました。モニターを使った勉強は

分からない所もありましたが機械や道具の勉強はとても興味深くてためになり

ました。鹿工に来てもらった時はグーグルの地図を作りました。この実習はとて

もいい経験になりました。この経験を己れからの生活に生かせて行けたらいい

と思います。
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